
  

志賀原子力発電所 安全対策の総点検結果の
原子力安全・保安院等への報告について

                                                                            平成19年5月29日
                                                                            北陸電力株式会社

当社は、志賀原子力発電所１号機の第５回定期検査(平成11年4月29日～8月20日)期間

中に発生した臨界事故について、経済産業省原子力安全・保安院からの指示に基づき、

１号機の運転を停止するとともに、２号機の定期検査を中断して、安全対策の総点検を

行ってまいりました。本日、この結果をまとめ、原子力安全・保安院、石川県、志賀町

に報告いたしましたので、お知らせいたします。

この総点検では、品質管理に係る要領１１件をはじめ、臨界防止に係る設備について

の手順書等１２０件の点検を行いました。また、臨界事故で直接影響を受けた可能性の

ある１号機燃料等の点検を行い、健全性を確認いたしました。

２号機につきましては、第１回定期検査を本日より再開いたします。なお、能登半島

地震において動翼と静翼が接触し微小な打痕が発見された低圧タービンの動翼を分解し

て非破壊検査を行うほか、所内規則で地震後に行うと定めている設備の機能試験等につ

いても、実施してまいります。

また、１号機につきましては、７月上旬から定期検査を開始できるように、必要な準

備を進めてまいります。

当社は、臨界事故や不適切な事案を改めて深く反省し、「法令・ルールを遵守し、絶

対に隠さない」との決意のもと、具体的な行動計画に基づき、再発防止対策を確実に実

施・定着させてまいります。

以　上

添付資料：志賀原子力発電所 安全対策の総点検についての報告（概要版）
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志賀原子力発電所 安全対策の総点検についての報告書の概要 

志賀原子力発電所１号機 第５回定期検査中に発生した臨界に係る事故について，3 月 15 日に原

子力安全・保安院より 
①原子炉を早急に停止して，安全対策の総点検を行うこと 
②本事故の事実関係及びその根本的な原因の徹底的な究明を行うこと 
③早急に実施することができる技術的な再発防止対策及び抜本的な再発防止対策を策定すること 

との指示を受けた。 
②及び③については既に報告していることから，今回は①について報告するものである。 

はじめに 

安全対策の総点検として，「志賀原子力発電所１号機の臨界に係る事故についての報告(H19 年 4
月 6 日提出)」における「再発防止対策」を踏まえ，以下の確認を実施 
①作業管理に係る品質管理要領の点検・改善 
②１，２号機の臨界防止に係る設備の手順書等が適切であるか 
③１号機の臨界事故で直接影響を受けた可能性のある設備の点検 

基本方針 

ａ．作業管理上の総点検（１号機・２号機共通項目） 

（ａ）品質管理要領の点検・改善 

志賀原子力発電所の文書体系の中で調達段階から保守作業の実施，試験・検査に係る品質管理

要領を全て抽出し，①臨界防止措置の考慮，②作業手順や役割分担の明確化，③監視に必要な

計器並びに警報の確認の問題について操作手順および運用管理面の改善を実施する。 

（ｂ）手順書等の点検・改善 

改善された品質管理要領と，手順書等との照合を「安全確認チェックシート」により行い，不

備が発見された場合は速やかに手順書等の改善を実施する。 

なお，臨界防止に係る設備の手順書等については，安全確認チェックシートでの確認に加え，

原子力発電保安運営委員会で審議のうえ手順書を制定する。 

ｂ．臨界事故で直接影響を受けた可能性のある設備の点検 

（ａ）分解点検等による健全性確認 

今回の臨界事故により直接影響を受けた設備について，分解点検等により健全性が確保されて

いるか確認する。（対象設備：制御棒，制御棒駆動機構，水圧制御ユニット設備） 

（ｂ）燃料の外観点検による健全性確認 

引き抜けた制御棒の周囲の燃料 12 体(現在使用済み燃料プールに貯蔵)について，水中テレビ

カメラを用いて外観点検を実施する。 

点検方法 

ａ．作業管理上の総点検（１号機・２号機共通項目） 

（ａ）品質管理要領の点検・改善【4月 6日報告済み】 

志賀原子力発電所の文書体系の中で調達段階から保守作業の実施，試験・検査に係る品質管理要領を全て抽出し，①

臨界防止措置の考慮，②作業手順や役割分担の明確化，③監視に必要な計器並びに警報の確認の問題について操作手順

および運用管理面の改善（１１要領）を実施した。 

（ｂ）手順書等の点検・改善 

臨界防止に係る設備についての手順書等１２０件について，安全確認チェックシートにより点検を実施し，そのうち

臨界防止措置を実施する６７件の手順書等については，点検内容を原子力発電保安運営委員会にて審議した。 

手順書等の点検の結果，保安規定や関係所内要領の要求事項を満足していない事例や所定のルールに基づかない手順

の変更など，安全に影響を及ぼす可能性のある手順書等はなかった。 

但し，より一層の改善を図るために，改善した品質管理要領類を踏まえ，２２９件の改善を行った。（手順に関する

改善７９件，隔離中の監視に関する改善４３件など） 

ｂ．臨界事故で直接影響を受けた可能性のある設備の点検 

（ａ）分解点検等による健全性確認 

今回の臨界事故により直接影響の受けた可能性のある１号機の制御棒，制御棒駆動機構及び水圧制御ユニット設備に

ついて，過去の点検記録を点検し問題ないことを確認した。 

また，７月から予定されている第１１回定期検査中に，改善された手順書等に基づき当該機器の分解検査等を実施し，

健全性を確保していることを確認する。 

（ｂ）燃料の外観点検による健全性確認 

引き抜けた制御棒の周辺の燃料１２体について，外観点検を実施した結果，健全性を確保していることを確認した。

点検結果 

 
安全対策の総点検の結果，志賀原子力発電所の品質管理要領から抽出された１１要領の改善を実施した。さらに，改

善された品質管理要領に照らして手順書等の点検を実施したところ，安全に影響を及ぼす可能性のある手順書等はなか

ったが，１２０件の手順書等に対して改善を実施した。 

また，引き抜けた制御棒の周囲の燃料に対して外観点検を実施し，健全性を確保していることを確認した。 

今後は，作業票の点検改善を実施した上で，定期検査の中で，臨界で直接影響を受けた可能性のある制御棒等の点検，

総点検にて改善された手順書等による設備点検及び臨界防止に係らないその他の安全機能を有する設備の手順書等の

確認とその設備の点検を実施していく。 

 

おわりに 
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１．はじめに 

志賀原子力発電所１号機 第５回定期検査期間中に発生した臨界に係る事故につい

て，３月１５日に原子力安全・保安院より 

① 原子炉を早急に停止して，安全対策の総点検を行うこと 

② 本事故の事実関係及びその根本的な原因の徹底的な究明を行うこと 

③ 早急に実施することができる技術的な再発防止策及び抜本的な再発防止策を策

定すること 

との指示を受けた。 

②及び③については平成 19 年 3 月 30 日と平成 19 年 4 月 6 日に報告書を提出し，ま

た平成19年5月21日には報告書に記載されている抜本的再発防止対策の行動計画を提

出した。本報告は①について報告するものである。 

 

 

２．基本方針 

   安全対策の総点検として，「志賀原子力発電所１号機の臨界に係る事故についての報

告(H19 年 4 月 6 日提出)」における「再発防止対策」を踏まえ，作業管理に係る品質管

理要領の点検･改善を行うとともに，１，２号機について臨界防止に係る設備※１の工事

要領書，定期事業者検査要領書および作業票（以下「手順書等」という。）が適切かど

うかを確認する。なお，作業票については，作業実施段階での確認となるため，今回

は作業票に関するルールを定めた「保守作業手続要領」の内容を確認する。 

また，１号機の臨界事故で直接影響を受けた可能性のある制御棒，制御棒駆動機構，

水圧制御ユニット設備については分解点検等を行って健全性を確認するとともに，燃

料については外観点検により健全性を確認する。 

※１：過剰反応度の印加を防止する設備，炉心形状を維持する設備，原子炉の緊急

停止設備（中性子計測装置），未臨界を維持する設備および燃料を安全に取

り扱う設備 
 

３．対象範囲と点検方法 

（１）対象範囲 

点検項目 １号機 ２号機 

(a)品質管理要領の点検・

改善 

運用管理に係る 

現状の品質管理要領 

a.作業管理上

の総点検 

(b)手順書等の点検・改善 

（臨界防止に係る設備）

次回定期検査 

の手順書等 

第１回定期検査

の手順書等 

(a)分解点検等による健全

性確認 

制御棒，制御棒駆

動機構，水圧制御

ユニット設備 

 b.臨界事故で

直接影響を

受けた可能

性のある設

備の点検 

(b)燃料の外観点検による

健全性確認 

引き抜けた制御棒

の周囲の燃料 12 体 
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（２）点検方法 

ａ．作業管理上の総点検（１号機・２号機共通項目） 

（ａ）品質管理要領の点検・改善 

「志賀原子力発電所１号機の臨界に係る事故についての報告」より抽出された

「６．根本原因の究明」および「７．再発防止対策の策定」の中の作業管理面に係

る対策について，全ての点検・試験への展開を図るため，調達段階から保守作業の

実施，試験・検査に係る基本的ルールを定めた保守業務管理要領や保修作業手続要

領などだけでなく，具体的な操作手順や運用管理方法を定めた設備別運転操作要領

や原子炉停止時運用管理要領などの関連する全ての品質管理要領に反映し，反映後

の品質管理要領に照らして作業管理の改善を実施する。 

別紙１参照（発電所保安活動に関する文書体系） 

 

  （ｂ）手順書等の点検・改善 

 改善された品質管理要領と，手順書等との照合を以下の方法により行い，不備が

発見された場合は速やかに手順書等の改善を実施する。 

別紙２参照（作業管理上の総点検フロー） 

 

ア．手順書等の点検 

      工事主管課は，確認項目と調査方法を定めた「安全確認チェックシート」に

より手順書等の点検を行い，改善の要否を評価する。 

別紙３参照(安全確認チェックシート) 

 

イ．安全確認チェックシートの作成・確認 

  工事主管課は，手順書等が品質管理要領の記載事項が満足するかを確認し，

安全確認チェックシートに改善の要否その根拠並びに改善内容について記載し，

発電課長の承認を得るとともに，担当主任技術者（原子炉主任技術者，ボイラー・

タービン主任技術者および電気主任技術者）の確認を得る。 

 

 

ウ．手順書等の改善 

      工事主管課は，点検結果から改善が必要と評価された手順書等について改訂

の措置を行う。なお，改善が必要と評価された手順書等について，機器の機能・

性能に影響を及ぼす可能性が否定出来ない場合は，不適合処理の手続きを実施

するとともに再度検査を実施すること等により設備の確認を実施する。 

 

エ．臨界防止に係る手順書等の更なるチェック 

   臨界防止に係る設備の手順書等については，安全確認チェックシートでの確

認に加え，原子力発電保安運営委員会で審議のうえ制定する。 

 

ｂ．臨界事故で直接影響を受けた可能性のある設備の点検 

（ａ）分解点検等による健全性確認 
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今回の臨界事故により直接影響を受けた設備について，分解点検等により健全性

が確保されているか確認する。 

   対象設備：制御棒，制御棒駆動機構，水圧制御ユニット設備 

 

（ｂ）燃料の外観点検による健全性確認 

引き抜けた制御棒の周囲の燃料12体(現在使用済み燃料プールに貯蔵)について，

燃料棒表面に付着したクラッドを除去し，水中テレビカメラを用いて外観点検を実

施する。 

 

 

４．点検範囲と点検結果 

（１）点検範囲 

点検項目 １号機 ２号機 

(a)品質管理要領の点検・

改善 

運用管理に係る現状の 

品質管理要領 

(１１要領) 

a.作業管理上

の総点検 

(b)手順書等の点検・改善 

（臨界防止に係る設備）

次回定期検査 

の手順書等 

(５７件) 

第１回定期検査

の手順書等 

(６３件) 

(a)分解点検等による健全

性確認 

制御棒，制御棒駆

動機構，水圧制御

ユニット設備 

(９台) 

 b.臨界事故で

直接影響を

受けた可能

性のある設

備の点検 (b)燃料の外観点検による

健全性確認 

引き抜けた制御棒

の周囲の燃料 

(１２体) 

 

 

 

（２）点検結果 

ａ．作業管理上の総点検 

（ａ）品質管理要領の点検・改善【４月６日報告済み】 

志賀原子力発電所の文書体系の中で調達段階から保守作業の実施，試験・検査

に係る品質管理要領を全て抽出し，「志賀原子力発電所１号機の臨界に係る事故に

ついての報告」で明らかになった①臨界防止措置の考慮，②作業手順や役割分担の

明確化，③監視に必要な計器並びに警報の確認の問題について操作手順および運用

管理面の改善（１１要領）を実施した。 

別紙４参照（臨界事故に対する要領類の改訂について） 

 

（ｂ）手順書等の点検・改善 

臨界防止に係る設備についての手順書等１２０件について，安全確認チェック

シートにより工事主管課，発電課，主任技術者が確認を実施するとともに，その内
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の臨界防止措置を実施する６７件の手順書等については，点検・改善内容を原子力

発電保安運営委員会にて審議した。 

手順書等の点検の結果，保安規定や関係所内要領の要求事項を満足していない

事例や所定のルールに基づかない手順の変更など，安全に影響を及ぼす可能性のあ

る手順書等はなかった。 

但し，今回の安全対策の総点検において，より一層の改善を図るために，改善

した品質管理要領類を踏まえ，２２９件の改善を行った。主な改善項目としては，

手順に関する改善７９件，隔離中の監視に関する改善４３件，臨界防止に関する改

善７６件などである。(件数は改善を実施した手順書等の数であり重複がある) 

別紙５参照（手順書等の点検・改善結果） 

 

ｂ．臨界事故で直接影響を受けた可能性のある設備の点検 

（ａ）分解点検等による健全性確認 

今回の臨界事故により直接影響を受けた可能性のある１号機の制御棒，制御棒

駆動機構及び水圧制御ユニット設備について，過去の点検記録を点検し問題がない

ことを確認した。 

また，７月から予定されている第１１回定期検査中に，改善された手順書等に

基づき当該機器の分解検査等を実施し，健全性を確保していることを確認する。 

別紙６参照（臨界事故で直接影響を受けた可能性のある設備の健全性点検） 

 

（ｂ）燃料の外観点検による健全性確認 

引き抜けた制御棒の周囲の燃料１２体について，外観点検を実施した結果，燃

料棒及び燃料棒以外の構成要素に著しい損傷，変形及び腐食は認められず，健全性

を確保していることを確認した。 

別紙７参照(燃料集合体外観点検結果)    

 

 

 

５．安全対策の総点検結果を踏まえた設備点検 

安全対策の総点検の結果を踏まえ，臨界防止に係らないその他の安全機能を有する

設備※２の手順書等についても確認を行うとともに，それらの改善された手順書等に従

い設備の点検を実施し健全性を確認する。 

 

なお，現在，第１回定期検査中の２号機については，今回の１号機臨界事故に鑑み，

安全機能を有する設備のうち臨界防止に係る設備を含む安全上重要な設備の点検・試

験についての作業を中断している。安全対策の総点検にて改善された手順書等に従い

点検作業を再開し，設備の健全性を確認する。 

 

※２：ＰＳ－１，２，３およびＭＳ－１，２，３クラスに係る全ての設備 
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（１）対象範囲 

点検項目 １号機 ２号機 

a.作業管理上

の総点検 

手順書等の点検・改善 

（臨界防止に係らないその

他の安全機能を有する設備）

次回定期検査 

手順書等 

第１回定期検査

手順書等 

b.設備の点検 改善された手順書等による

設備の健全性点検 

次回定期検査 

設備 

第１回定期検査

設備 

 

（２）点検方法 

ａ．作業管理上の総点検 

作業管理上の総点検は，上記の３．（２）ａ（ｂ）に同じ。 

 

ｂ．設備の点検 

１号機については第１１回定期検査，２号機については第１回定期検査にて今後実

施する作業を対象に改善した手順書等により，設備の点検を行い健全性を確認する。 

また，改善された手順書等により明確化された手順や役割分担，監視項目に従って

作業管理が適切に実施されていることを工事監理や立会検査において作業チェックシ

ートにて確認するとともに，各種パトロールで随時確認する。 

なお，設備の手順書等で不適合が確認された場合は，再度検査を実施すること等に

より設備の健全性を確認する。  

 

６．実施工程 

安全対策の総点検は，本年３月より開始し，現段階で実施できる確認を実施した。

今後は，安全対策の総点検結果を踏まえた設備点検などを定期検査に合わせて実施し

ていく。 

別紙８参照(安全対策の総点検実施工程) 

 

７．おわりに 

本報告書では，安全対策の総点検の実施内容を報告した。総点検の結果，志賀原子

力発電所の品質管理要領から抽出された１１要領の改善を実施した。さらに，改善さ

れた品質管理要領に照らして手順書等の点検を実施したところ，安全に影響を及ぼす

可能性のある手順書等はなかったが，１２０件の手順書等に対して，延べ２２９件の

改善を実施した。 

また，引き抜けた制御棒の周囲の燃料１２体に対して外観点検を実施し，健全性を

確保していることを確認した。 

今後は，作業票の点検改善を実施した上で，定期検査の中で，臨界で直接影響を受

けた可能性のある制御棒等の点検，総点検にて改善された手順書等による設備点検及

び臨界防止に係らないその他の安全機能を有する設備の手順書等の確認とその設備の

点検を実施していく。 

 



別紙１；発電所保安活動に関する文書体系

：改善を実施した品質管理要領

運転管理業務要領

原子炉等規制法（実用炉規則）電気事業法

保安規程

ＪＥＡＣ 保守管理規程

法    律

民間規格

原
子
炉
施
設
保
安
規
定

ＪＥＡＣ 品質保証規程

社内規則 原子力防災規程

設
計
管
理
要
領

品
質
記
録
管
理
要
領

ト
ラ
ブ
ル
情
報
検
討
要
領

品
質
保
証
重
要
度
分
類
管
理
要
領

品
質
保
証
監
査
実
施
要
領

原子力監査規程

原
子
力
監
査
要
則

職務権限規程組織規程

定
期
安
全
レ
ビ
ュ
ー

実
施
要
領

品
質
保
証
組
織
運
用
要
領

教
育
･
訓
練
管
理
要
領

放
射
性
廃
棄
物
管
理
業
務
要
領

放
射
線
管
理
業
務
要
領

発
電
所
長
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
評
価
要
領

検査・試験管理要領 文
書
管
理
要
領

調
達
管
理
要
領

不
適
合
管
理
要
領

品
質
保
証
活
動
計
画
管
理
要
領

保守業務管理要領 緊
急
時
業
務
要
領

保
安
教
育
要
領

燃
料
プ
ー

ル
等
運
用
要
領

放
射
性
液
体
・
気
体
廃
棄
物
放
出
管
理
要
領

放
射
性
固
体
廃
棄
物
管
理
要
領

区
域
管
理
要
領

環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
要
領

保
全
区
域
等
管
理
要
領

放
射
線
作
業
管
理
要
領

放
射
性
物
質
等
輸
送
要
領

被
ば
く
管
理
要
領

起
動
・
停
止
操
作
要
領

保
安
検
査
受
検
要
領

定
期
安
全
管
理
検
査
管
理
要
領

使
用
前
検
査
受
検
要
領

溶
接
安
全
管
理
検
査
管
理
要
領

定
期
検
査
受
検
要
領

測
定
機
器
及
び
試
験
装
置
管
理
要
領

要
領
・
手
引
等
制
定
等
要
領

設
備
図
書
管
理
要
領

図
書
管
理
セ
ン
タ
ー

運
営
管
理
要
領

工
場
試
験
・
検
査
管
理
要
領
（

機
械
品
・
電
気
・
計
装
品
編
）

現
地
試
験
・
検
査
管
理
要
領
（

機
械
品
・
電
気
・
計
装
品
編
）

品
質
保
証
外
部
監
査
実
施
要
領

製
作
管
理
要
領
書
作
成
要
領

据
付
管
理
要
領
書
作
成
要
領

土
木
・
建
築
工
事
施
工
計
画
書
等
作
成
要
領

試
験
・
検
査
管
理
要
領
（

土
木
・
建
築
設
備
編
）

機
器
定
期
点
検
管
理
要
領
（

機
械
品
・
電
気
・
計
装
品

編
）

調
達
文
書
作
成
要
領

製
品
受
入
管
理
要
領
（

機
械
品
・
電
気
・
計
装
品
編
）

現
地
試
験
・
検
査
管
理
要
領
（

系
統
試
験
編
）

事
故
・
故
障
等
対
応
要
領

原
子
力
発
電
保
安
運
営
委
員
会
運
営
要
領

主
任
技
術
者
の
職
務
等
に
関
す
る
運
用
要
領

品
質
保
証
連
絡
会
運
営
要
領

保
全
計
画
運
用
要
領

保
守
作
業
手
続
要
領

工
具
等
管
理
要
領

予
備
品
等
管
理
要
領

放
射
線
計
測
器
管
理
要
領

工
程
管
理
実
施
要
領

配
管
肉
厚
管
理
要
領

（

再
掲
）

事
故
時
運
転
操
作
要
領
（

徴
候
ベ
ー

ス
）

（

再
掲
）

事
故
時
運
転
操
作
要
領
（

事
象
ベ
ー

ス
）

緊
急
時
対
策
要
領

ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
操
作
要
領

異
常
事
象
発
生
時
の
放
出
放
射
能
量
等
評
価
要
領

ア
ク
シ
デ
ン
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
操
作
要
領

異
常
事
象
発
生
時
の
放
出
放
射
能
量
等
評
価
要
領

当
直
引
継
日
誌
記
載
要
領

運
転
記
録
日
誌
記
載
要
領

原
子
炉
起
動
・
停
止
運
用
要
領

巡
視
点
検
要
領

発
電
設
備
に
関
す
る
鍵
管
理
要
領

地
震
・
火
災
後
の
保
安
確
認
要
領

警
報
処
置
要
領
（

フ
ロ
ー

チ
ャ
ー

ト
方
式
）

警
報
等
設
定
値
管
理
要
領

定
検
時
運
転
操
作
要
領

タ
ー

ビ
ン
運
転
管
理
要
領

原
子
炉
停
止
時
運
用
管
理
要
領

設
備
別
運
転
操
作
要
領
（

発
電
所
補
助
関
係
／
換
気
空
調
関
係
）

設
備
別
運
転
操
作
要
領
（

廃
棄
物
処
理
関
係
）

設
備
別
運
転
操
作
要
領
（

電
気
関
係
／
制
御
及
び
計
装
関
係
）

設
備
別
運
転
操
作
要
領
（

タ
ー

ビ
ン
及
び
発
電
機
関
係
）

設
備
別
運
転
操
作
要
領
（

原
子
炉
関
係
）

定
例
試
験
操
作
要
領

原
子
炉
圧
力
容
器
鋼
材
監
視
・
試
験
要
領

化
学
管
理
要
領

事
故
時
運
転
操
作
要
領
（

徴
候
ベ
ー

ス
）

事
故
時
運
転
操
作
要
領
（

事
象
ベ
ー

ス
）

運
転
管
理
一
般
要
領

炉
心
管
理
要
領

警
報
処
置
要
領

原
子
炉
格
納
容
器
内
漏
え
い
監
視
要
領

定
検
時
運
転
業
務
要
領

指
示
文
書
運
用
要
領

補
助
ボ
イ
ラ
ー

設
備
運
転
管
理
要
領

補
機
定
期
切
替
管
理
要
領

事
故
時
運
転
操
作
要
領
（

事
象
ベ
ー

ス
）

事
故
時
運
転
操
作
要
領
（

徴
候
ベ
ー

ス
）

巡
視
点
検
要
領

定
例
試
験
操
作
要
領

警
報
処
置
要
領
（

項
目
別
記
述
方
式
）

設
備
別
運
転
操
作
要
領
（

発
電
所
補
助
関
係
／
換
気
空
調
関
係
）

設
備
別
運
転
操
作
要
領
（

廃
棄
物
処
理
関
係
）

設
備
別
運
転
操
作
要
領
（

電
気
関
係
／
制
御
及
び
計
装
関
係
）

設
備
別
運
転
操
作
要
領
（

タ
ー

ビ
ン
及
び
発
電
機
関
係
）

設
備
別
運
転
操
作
要
領
（

原
子
炉
関
係
）

起
動
・
停
止
操
作
要
領

発
電
所

燃
料
管
理
業
務
要
領

使
用
済
燃
料
輸
送
要
領

燃
料
取
扱
要
領

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

１
号
機

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

１
・
２
号
機

１
・
２
号
機

発
電
所

２
号
機

２
号
機

１
号
機

１
号
機

発
電
所

発
電
所

発
電
所

１
号
機

発
電
所

発
電
所

１
号
機

発
電
所

１
号
機

発
電
所

発
電
所

２
号
機

１
号
機

１
号
機

１
号
機

１
号
機

１
号
機

発
電
所

発
電
所

１
号
機

１
号
機

発
電
所

発
電
所

２
号
機

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

発
電
所

２
号
機

２
号
機

２
号
機

２
号
機

１
号
機

１
号
機

２
号
機

２
号
機

２
号
機

２
号
機

２
号
機

雑
固
体
廃
棄
物
充
填
固
化
体
製
作
要
領

発
電
所

工
事
計
画
認
可
申
請
業
務
運
用
要
領

発
電
所

- 6 -



 
 

別紙２；作業管理上の総点検フロー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢根本原因の究明｣および

「再発防止策の策定」 

品質管理要領の 

点検・改善 

チェックシート 
による確認 

（改善の要否） 

手順書等の改善実施 
（工事主管課） 

発電課および 
担当主任技術者の確認 

（改善の要否） 

改善要 

問題なし 

工事主管課実施 

手順書等の制定 
 

「志賀原子力発電所１号機の臨界に

係る事故についての報告」より 

 

臨界防止に係る 
設備の手順書等か 

原子力発電保安 
運営委員会での審議 

問題なし 

ＹＥＳ 

改善要 

改善要 

ＮＯ 

問題なし 
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別紙３；安全確認チェックシート（ 号機） 
平成  年 月 日 

 
確 認 確 認 確 認  工事担当課 発電課 

 承認 審査 作成 承認 審査 作成 原子炉主任 
技術者 

ﾎﾞｲﾗｰ･ﾀｰﾋﾞﾝ 
主任技術者 

電気主任 
技術者  課長 副課長 担当者 課長 副課長 担当者 

 
 
 
 

         

 
作業件名  ＰＴＷ  

作業期間  工 事 担 当

課 
 

作業内容  
 

項目 調査方法 チェック 

  工事担当課 発電課 

・手順書,工事要領書の内容を保
安規定や関係所内要領の関連
記載事項と照合し,具体的な
作業方法，操作手順，確認項
目及び，実施時期が，それら
の要求事項を満足しているか
確認する。 

  ① 手順の確
認 

・臨界防止設備に関する手順書,
工事要領書は,保安運営委員
会で審議を経て制定・改訂を
行っているか確認する。 

  

② 手順書が
適切に承
認されて
いるか確
認 

・「保守業務管理要領」に従って
承認されていない手順の変更
がないか確認する。 

  

③ 複数課作
業の調整
確認 

・複数課にまたがった作業にお
いて,役割が明確となってい
るか確認する。 

  

④ 電力の役
割・関与確
認 

・安全に係る機器の操作や動作
状況の確認が電力所掌となっ
ているか確認する。 

 

  

⑤隔離中の
監視不足
に関する
確認 

・監視に必要な計器及び警報が
供用状態であることを確認す
ることが記載されているか確
認する。 

  

・手順書,工事要領書に臨界防止
に関する事項が記載されてい
るか確認する。 

  ⑥ 臨界防止
に関する
確 認 ( 作
業) 

・臨界防止に関する教育が実施
されているか確認する。 
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別紙４；臨界事故に対する要領類の改訂について

問題 対策 反映する要領 問題 対策 反映する要領 問題 対策 反映する要領

・保守作業手続要領

・保守作業手続要領
・運転管理業務要領
・１号機設備別運転操作要領
　（原子炉関係）
・２号機設備別運転操作要領
　（原子炉関係）

・1号機設備別運転操作要領
　(原子炉関係)

・1号機設備別運転操作要領
　(原子炉関係)

・1号機設備別運転操作要領
　(原子炉関係)
・２号機設備別運転操作要領
　(原子炉関係)

工程

・原子炉停止時運用管理
　要領

・調達管理要領
・調達文書作成要領

・保守作業手続要領

・保守業務管理要領
・保守作業手続要領
・機器定期点検管理要領
　（機械品、電気・計装品編）
・現地試験・検査管理要領
　（機械品、電気・計装品編）

改善事項

①　臨界防止措置の考慮 ②　作業手順や役割分担の明確化 ③　監視に必要な計器並びに警報の確認

・保安運営委員会運営要領
・保守業務管理要領
・機器定期点検管理要領
　（機械品、電気・計装品編）
・現地試験・検査管理要領
　（機械品、電気・計装品編）

工事仕様作成

発注

工事要領書
審査／承認

作業票発行

アイソレ実施

点検

試運転

・臨界防止に係る要求事項を
　明確化

・仕様書にて臨界防止に係る
　措置を講じることを要求

・保安運営委員会にて審議
 を経て制定
・臨界に関する改訂は再度
　保安運営委員会で審議を
　経て制定

・試験については役割分担を
 協議し明確にする。

・発電責任者が監視に必要な
　計器や警報が供用状態であ
　ることを確認

・必要に応じて作業票に添付
　但し，臨界防止に係るもの
　については必ず添付する

点検、試運転の実施
（工事要領書，手順書と齟齬が生じた場合は，一時中断し不適合処理，再審査実施）

・ｱｲｿﾚは発電課が実施する
　物理的，技術的に困難な場合
　は工事担当課に依頼し実施

・事前に発電課と協議

・作業票にARI試験の手順を
添付すべきであったが、実際
は添付していなかったこと。

・臨界防止に関する検討が
十分でなかったため、HCUを
１本毎隔離することの重要性
を認識していなかったこと。

・ 承認された試験要領書を
変更する場合は、その都度
試験要領書を改訂し、承認を
受けるべきだったこと。

・ARI試験の実施前に、「原
子炉・CRD冷却水ヘッダ間
差圧高/低」警報のリフトを
解除し、差圧を監視できるよ
うにすべきだったこと。

・当直長は、電気保修課員を指
揮し、CRDの隔離弁（101、102
弁）を閉操作させるべきだった
が、実際は指揮していなかった
こと。

・ 承認されたARI試験要領書の
通り、メーカー作業員に試験を
実施させるべきであったが、実
際はメーカー作業員は手順を
守らなかったこと。（系統流量を
0とした後、CRD隔離弁を閉とす
る）

・HCU隔離手順について,臨界
防止措置を考慮する。
　①HCU隔離順序を規定
　②HCU隔離毎に中央に連絡

・臨界防止に関する検討が
十分でなかったため、HCUを
１本毎隔離することの重要性
を認識していなかったこと。

・HCU隔離手順にリターン運
転,ノンリターン運転と,HCU隔
離の関連性を明記

・ 原子炉・CRD冷却水ヘッダ
間差圧が、警報値に達する
可能性のある操作であり、リ
ターン運転の方が好ましかっ
たが、実際はノンリターン運
転としたこと。

・HCU隔離中の監視項目の明確
化
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別紙５（1/2）；手順書等の点検結果(１号機)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

1 0-E-006-標要 計装品点検　標準工事要領書 ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視に必要な計器等の供用状態確認及び臨界防止措置の実施確認について追記。

2 N1N-TY-0195 制御棒駆動系　制御棒駆動機構位置指示計単体試験　標準要領書 点検の結果，問題ないことを確認。

3 1-E-027-標要 制御棒駆動系　制御棒駆動水ポンプ電動機点検　標準工事要領書 点検の結果，問題ないことを確認。

4 D4H-15-D026
中性子計装系　停止時原子炉設備定検工事（Ⅰ）ＬＰＲＭ取替工事のうちＬＰＲＭ・ＳＲＭ／ＩＲＭ検出器
ケーブル解線・復旧作業標準要領書

○ ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、電力の役割、計器等の供用状態確認及び臨界防止措置の実施確認について追記。

5 OM-NN-Y022 原子炉核計装系（Ｃ５１）　核計装品点検工事標準要領書 ○ ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、電力の役割、計器等の供用状態確認及び臨界防止措置の実施確認について追記。

6 D4H-15-D015 中性子計装系　停止時原子炉設備定検工事（Ⅰ）のうち　SRM/IRM駆動装置点検標準要領書 ○ ○ ○ ○ 所内要領の要求事項、電力の役割、計器等の供用状態確認及び臨界防止措置の実施確認について追記。

7 OM-NN-Y021
原子炉手動操作系・制御棒位置指示系　停止時発電設備定検工事（Ⅰ）　停止時原子炉系電気設備定
検工事　計装品点検の内　ＲＭＣＳ、ＲＰＩＳ盤点検工事標準要領書（スクラムタイミングレコーダ盤含む）

○ ○ 所内要領の要求事項、電力の役割及びHCUの隔離等臨界防止措置の実施確認について追記。

8 0-E-003-標要 低圧電動機点検　標準工事要領書 ○ ○ 保安規定等の要求事項、電力の役割について追記。

9 1-E-043-標要 原子炉系クレーンホイスト定検工事（電気編）　標準工事要領書 ○ 燃料を取扱う作業は行わないことを追記。

10 K-TY-0890 原子炉構成機器　炉心シュラウド目視点検標準要領書 点検の結果，問題ないことを確認。

11 1-M-090-標要 ほう酸水注入系点検工事 簡易点検標準工事要領書 ○ ○ ○ 原子炉モードスイッチが「燃料取替」又は「停止」位置であること等を追記。

12 D6I-15-0124 燃料交換機器　燃料交換機定検工事要領書（標準要領書） ○ ○ ○ 「照射された燃料に係る作業の禁止」期間でないことを確認すること等を追記。

13 01-M-081-標要 原子炉系クレーンホイスト定検工事　標準工事要領書 ○ 燃料を取扱う作業は行わないことを追記。

14 D4H-15-K038 原子炉構成機器　制御棒点検付帯作業工事標準要領書 ○ 保安規定等の要求事項確認について追記。

15 K-TY-0885 原子炉構成機器　制御棒外観検査標準要領書 ○ 保安規定等の要求事項確認について追記。

16 N1N-TY-0047 制御棒駆動系　制御棒駆動系定検工事（Ⅰ）　流量安定化弁流量設定試験標準要領書 ○ ○ 操作対象セルに燃料が装荷されていないことの確認について追記。

17 1-M-003-標要 制御棒駆動系　制御棒駆動系点検　標準工事要領書 点検の結果，問題ないことを確認。

18 D4H-15-K026 制御棒駆動系　制御棒駆動機構取外、取付及び付帯作業工事標準要領書 ○ ○ 所内要領の要求事項及び臨界防止措置の実施確認について追記。

19 D4H-15-K034 制御棒駆動系　制御棒駆動機構分解点検工事標準要領書 点検の結果，問題ないことを確認。

20 N1N-TY-0148 制御棒駆動系　制御棒駆動機構　漏えい試験　標準要領書 点検の結果，問題ないことを確認。

21 N1N-TY-0149 制御棒駆動系　制御棒駆動機構エアーベント試験　標準要領書 ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視に必要な計器等の供用状態確認及び臨界防止措置の実施確認について追記。

22 N1N-TY-0147 制御棒駆動系　制御棒駆動機構　機能試験　標準要領書 ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視に必要な計器等の供用状態確認及び臨界防止措置の実施確認について追記。

23 N1N-TY-0146 制御棒駆動系　制御棒駆動機構機能試験（炉停止直後）　標準要領書 ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視に必要な計器等の供用状態確認及び臨界防止措置の実施確認について追記。

24 N1N-TY-0150 制御棒駆動系　制御棒駆動機構フリクション試験　標準要領書 ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視に必要な計器等の供用状態確認及び臨界防止措置の実施確認について追記。

25 D4H-15-K040 制御棒駆動系　水圧制御ユニット点検工事　標準要領書 ○ ○ 所内要領の要求事項及び臨界防止措置の実施確認について追記。

26 N1N-TY-0413 燃料検査要領書 ○ 作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。

27 － 燃料検査　燃料プール内検査実施計画 ○ 作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。

28 － 燃料取替実施計画 ○ ○ 「定検時運転業務要領」等の要求事項を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。

29 － 燃料移動手順（燃料装荷，燃料取出） ○ ○ 「定検時運転業務要領」等の要求事項を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。

30 － 原子炉停止余裕検査 制御棒操作手順 ○ ○ ○ 保安規定の確認項目を追記。計器の使用可能状態の確認を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。

31 － 冷温臨界試験計画書 ○ ○ ○ ○ 保安規定の要求事項を追記。役割分担追記。監視計器の状態確認を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。

32 － 冷温臨界試験　制御棒操作手順 ○ ○ ○ ○ 保安規定の要求事項を追記。役割分担追記。監視計器の状態確認を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。

33 － 原子炉起動対応　出力上昇実施計画 ○ ○ 操作手順の表に操作主管課を追記。原則RWMを使用する旨等を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。

34 － 原子炉起動対応　制御棒計画 ○ ○ 操作手順の表に操作主管課を追記。原則RWMを使用する旨等を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。

35 － 原子炉起動対応　制御棒操作手順 ○ ○ 操作手順の表に操作主管課を追記。原則RWMを使用する旨等を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。

36 SN1-2 燃料集合体外観検査 点検の結果，問題ないことを確認。

37 SN1-3 燃料集合体炉内配置検査 ○ 燃料取替機の操作は電力で実施することを追記。

38 SN1-4 原子炉停止余裕検査 ○ ○ ○ 保安規定の確認項目を追記。計器の使用可能状態の確認を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。

39 SN1-33 制御棒駆動系機能検査(スクラム機能検査) ○ ○ 保安規定の要求事項確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。

40 SN1-34 制御棒駆動機構分解検査 点検の結果，問題ないことを確認。

41 SN1-36 制御棒駆動系スクラム弁分解検査 点検の結果，問題ないことを確認。

42 SN1-37 ほう酸水注入系機能検査 ○ ○ 監視用計器名称等を具体的に列挙。検査手順に制御棒の挿入確認等を追記。

43 SN1-38-2 安全保護系設定値確認検査（核計測装置） ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視計器の状態確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。

44 SN1-39-1 原子炉保護系インターロック機能検査（原子炉保護（緊急停止）系） ○ ○ 保安規定の要求事項確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。

45 SN1-40 燃料取扱装置機能検査 ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視計器の状態確認作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。

46 SN1-81 制御棒駆動系機能検査(常駆動検査) ○ ○ 保安規定の要求事項確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。

47 SN1-81-2 安全保護系保護検出要素性能（校正）検査（核計測装置） ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視計器の状態確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。

48 SN1-83-2 監視機能健全性確認検査（電気保修課　停止中，プロセス計装装置） 点検の結果，問題ないことを確認。

49 SN1-83-3 監視機能健全性確認検査（電気保修課　停止中，核計測装置） ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視計器の状態確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。

50 SN1-84 原子炉建屋クレーン機能検査 点検の結果，問題ないことを確認。

51 SN1-114 制御棒駆動系設備検査 ○ ○ 検査実施体制に臨界防止教育受講確認について等追記。

52 SN1-116 ほう酸水注入系設備検査 ○ ○ 検査実施体制に臨界防止教育受講確認について等追記。

53 SN1-117 核計測装置機能検査 ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視計器の状態確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。

54 SN1-119 選択制御棒挿入機能検査 ○ ○ ○ 所内要領の要求事項、監視計器の状態確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。

55 SN1-121 燃料取扱設備検査 ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視計器の状態確認作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。

56 SN1-151-11 主要弁検査（電気保修課，停止中） ○ ○ 保安規定の要求事項確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。

57 SN1-158 制御棒価値ミニマイザ機能検査 ○ ○ 所内要領の要求事項、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。

改善数　 39 0 5 8 22 37 　改善項目①：手順に関する改善　　　　　　　　　　改善項目④：電力の役割・関与に関する改善
　改善項目②：手順書等の承認に関する改善　　　　　改善項目⑤：隔離中の監視に関する改善
　改善項目③：複数課作業の調整に関する改善　　　　改善項目⑥：臨界防止に関する改善

主な改善内容
改善項目

No. 図書番号 図書名称
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別紙５（2/2）；手順書等の点検結果(２号機)

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

1 OM-NN2-Y006
計測制御設備　停止時発電設備定検工事（Ⅰ）停止時原子炉系電気設備定検工事　計装品点検・主要制御装置点検の
内　停止時タービン発電機系電気設備定検工事　タービン発電機系計装品点検・主発電機及び補機点検の内　計装品
点検工事標準要領書

○ ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、電力の役割、監視に必要な計器等の供用状態確認及び臨界防止措置の実施確認について追記。

2 OM-NN2-Y022
制御棒操作監視系　停止時発電設備定検工事（Ⅰ）　停止時原子炉系機械設備定検工事、　制御棒駆動系点検の内
停止時原子炉系電気設備定検工事、原子炉系制御装置点検の内　ＲＣ＆ＩＳ制御装置点検　工事標準要領書

○ ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、電力の役割、監視に必要な計器等の供用状態確認及び臨界防止措置の実施確認について追記。

3 N2N-TY-1584 制御棒駆動系　ＦＭＣＲＤ電磁ブレーキ作動試験　標準要領書 ○ ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、電力の役割、監視に必要な計器等の供用状態確認及び臨界防止措置の実施確認について追記。
4 N2N-TY-1585 制御棒駆動系　ＦＭＣＲＤ　ＰＩＰ（スクラム位置検出プローブ）動作試験　標準要領書 点検の結果，問題ないことを確認。
5 N2N-TY-1590 制御棒駆動系　ＦＭＣＲＤ　ＳＩＰ（分離検出プローブ）動作試験　標準要領書 点検の結果，問題ないことを確認。
6 D4H-54-D003 制御棒駆動系　停止時原子炉系機械設備定検工事のうち　ＦＭＣＲＤモータユニット点検　要領書 点検の結果，問題ないことを確認。
7 N2N-TY-1609 制御棒駆動系　ＦＭＣＲＤ　Ｍ／Ｕ単体試験標準要領書 点検の結果，問題ないことを確認。

8 YS-NN2-003
第１回定検　制御棒駆動系点検　第１回停止時発電設備定検工事（Ⅰ）　制御棒駆動系点検（ＦＭＣＲＤ電動機本格点
検）　第１回定期検査工事施工要領書

○ 試験装置の動作状況の確認を電力が実施することを追記。

9 D4H-54-D048 制御棒駆動系　停止時原子炉系弁定検工事のうち　電磁弁点検及び取替作業標準要領書 ○ 臨界防止措置の実施確認について追記。
10 D4H-54-D005 原子炉核計装系　ＬＰＲＭ取替工事のうち　ＬＰＲＭ・ＳＲＮＭ検出器ケーブル解線・復旧作業標準要領書 ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、電力の役割及び臨界防止措置の実施確認について追記。

11 OM-NN2-Y023
原子炉核計装系　停止時発電設備定検工事（Ⅰ）　停止時原子炉系電気設備定検工事の内　核計装品点検　工事標準
要領書

○ ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、電力の役割、監視に必要な計器等の供用状態確認及び臨界防止措置の実施確認について追記。

12 2-07-E-002-要 原子炉系クレーンホイスト定検工事〔電気関係〕　平成19年度　工事要領書 ○ 燃料を取扱う作業は行わないことを追記。
13 2-06-E-104-要 制御棒駆動系制御棒駆動水ポンプ電動機点検　当該回工事要領書 点検の結果，問題ないことを確認。
14 06-G-1047 低圧電動機全般　低圧電動機点検標準要領書のうち　（１３２ｋＷ以下低圧電動機）　点検標準要領書 ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、電力の役割について追記。
15 D4H-54-K055 ほう酸水注入系　ほう酸水貯蔵タンク点検標準要領書 ○ ○ ○ 原子炉モードスイッチが「燃料取替」又は「停止」位置であること等を追記。
16 D4H-54-K054 ほう酸水注入系　ほう酸水注入ポンプ点検標準要領書 ○ ○ ○ 原子炉モードスイッチが「燃料取替」又は「停止」位置であること等を追記。
17 NMF06-034 燃料交換機器　燃料取替機定検工事　定期検査工事　標準施工要領書 ○ ○ ○ 「照射された燃料に係る作業の禁止」期間でないことを確認すること等を追記。
18 2-07-M-007-要 原子炉系クレーンホイスト定検工事　平成19年度　工事要領書 ○ 燃料を取扱う作業は行わないことを追記。
19 D4H-54-K045 制御棒駆動系　ＣＲ取外取付作業標準要領書 ○ 保安規定等の要求事項確認について追記。
20 N2N-TY-1571 制御棒駆動系　ＦＭＣＲＤスプールピース単体試験　標準要領書 点検の結果，問題ないことを確認。
21 N2N-TY-1591 制御棒駆動系　ＦＭＣＲＤ　ボールチェック弁リーク試験　標準要領書 ○ ○ 保安規定等の要求事項及び臨界防止措置の実施確認について追記。
22 N2N-TY-1598 制御棒駆動系　ＦＭＣＲＤゼロポジション調整試験　標準要領書 ○ ○ 保安規定等の要求事項及び臨界防止措置の実施確認について追記。

23 2-06-M-127-要
制御棒駆動系 第１回停止時発電設備定検工事（Ⅱ） 停止時原子炉系機械設備定検工事 制御棒駆動系点検 工事
要領書

点検の結果，問題ないことを確認。

24 N2N-TY-1572 制御棒駆動系　制御棒駆動機構　機能試験　標準要領書 ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視に必要な計器等の供用状態確認及び臨界防止措置の実施確認について追記。
25 D4H-54-K008 制御棒駆動系　ＨＣＵスクラムパイロット弁点検工事標準要領書 ○ ○ 所内要領の要求事項及び臨界防止措置の実施確認について追記。
26 D4H-54-K009 制御棒駆動系　ＦＭＣＲＤ本体本格点検工事標準要領書 点検の結果，問題ないことを確認。
27 D4H-54-K007 制御棒駆動系　水圧制御ユニット点検工事標準要領書 ○ ○ 所内要領の要求事項及び臨界防止措置の実施確認について追記。
28 D4H-54-K013 制御棒駆動系　ＦＭＣＲＤ取外・取付工事標準要領書 ○ ○ 所内要領の要求事項及び臨界防止措置の実施確認について追記。
29 D4H-54-K018 制御棒駆動系　ＣＲＤ系充填水ラインチェッキ弁（Ｃ１２－Ｆ０１３）リークチェック標準要領書 ○ ○ 原子炉モードスイッチが「燃料取替」又は「停止」位置であること等を追記。
30 D4H-54-K019 制御棒駆動系　ＣＲＤ系充填水アキュムレータ点検工事標準要領書 ○ ○ 原子炉モードスイッチが「燃料取替」又は「停止」位置であること等を追記。
31 D4H-54-K010 制御棒駆動系　ＦＭＣＲＤスプールピース本体本格点検工事標準要領書 点検の結果，問題ないことを確認。
32 N2N-TY-1606 燃料検査要領書 ○ 作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。
33 － 燃料検査　燃料プール内検査実施計画 ○ 作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。
34 － 燃料取替実施計画 ○ ○ 「定検時運転業務要領」等の要求事項を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。
35 － 燃料移動手順（燃料装荷，燃料取出） ○ ○ 「定検時運転業務要領」等の要求事項を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。
36 － 原子炉停止余裕検査 制御棒操作手順 ○ ○ ○ 保安規定の確認項目を追記。計器の使用可能状態の確認を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。
37 － 冷温臨界試験計画書 ○ ○ ○ ○ 保安規定の要求事項を追記。役割分担追記。監視計器の状態確認を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。
38 － 冷温臨界試験　制御棒操作手順 ○ ○ ○ ○ 保安規定の要求事項を追記。役割分担追記。監視計器の状態確認を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。
39 － 原子炉起動対応　出力上昇実施計画 ○ ○ 操作手順の表に操作主管課を追記。原則RWMを使用する旨等を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。
40 － 原子炉起動対応　制御棒計画 ○ ○ 操作手順の表に操作主管課を追記。原則RWMを使用する旨等を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。
41 － 原子炉起動対応　制御棒操作手順 ○ ○ 操作手順の表に操作主管課を追記。原則RWMを使用する旨等を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。
42 SN2-2 燃料集合体外観検査 点検の結果，問題ないことを確認。
43 SN2-3 燃料集合体炉内配置検査 ○ 燃料取替機の操作は電力で実施することを追記。
44 SN2-4 原子炉停止余裕検査 ○ ○ ○ 保安規定の確認項目を追記。計器の使用可能状態の確認を追記。作業体制表に臨界防止教育受講についての注記を追記。
45 SN2-33 制御棒駆動系機能検査(スクラム機能検査) ○ ○ 保安規定の要求事項確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。
46 SN2-35 制御棒駆動機構分解検査 点検の結果，問題ないことを確認。
47 SN2-36 制御棒駆動系スクラム弁分解検査 点検の結果，問題ないことを確認。
48 SN2-37 ほう酸水注入系機能検査 ○ ○ 監視用計器名称等を具体的に列挙した。検査手順に制御棒の挿入確認等を追記した。
49 SN2-38-2 安全保護系設定値確認検査（核計測装置） ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視計器の状態確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。
50 SN2-39-1 原子炉保護系インターロック機能検査（原子炉保護（緊急停止）系） ○ ○ 保安規定の要求事項確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。
51 SN2-40 燃料取扱装置機能検査 ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視計器の状態確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。
52 SN2-81-2 安全保護系保護検出要素性能（校正）検査（核計測装置） ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視計器の状態確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。
53 SN2-82 制御棒駆動系機能検査(常駆動検査) ○ ○ 保安規定の要求事項確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。
54 SN2-84-8 監視機能健全性確認検査（電気保修課　停止中，SCRRI・RC&IS） 点検の結果，問題ないことを確認。
55 SN2-85 a 原子炉建屋クレーン機能検査 点検の結果，問題ないことを確認。
56 SN2-114 制御棒駆動系設備検査 ○ ○ 検査実施体制に臨界防止教育受講確認について等追記。
57 SN2-116 ほう酸水注入系設備検査 ○ ○ 検査実施体制に臨界防止教育受講確認について等追記。
58 SN2-117 核計測装置機能検査 ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視計器の状態確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。
59 SN2-119 選択制御棒挿入機能検査 ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視計器の状態確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。
60 SN2-122 燃料取扱設備検査 ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視計器の状態確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。
61 SN2-152-11 主要弁検査（電気保修課，停止中） ○ ○ 保安規定の要求事項確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。
62 SN2-154-4 電動機検査（停止中，低圧電動機） ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視計器の状態確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。
63 SN2-159 制御棒価値ミニマイザ検査 ○ ○ ○ 保安規定等の要求事項、監視計器の状態確認、臨界防止措置の実施確認及び作業体制表に臨界防止教育受講確認について追記。

改善数　 40 0 5 13 21 39 　改善項目①：手順に関する改善　　　　　　　　　　改善項目④：電力の役割・関与に関する改善
　改善項目②：手順書等の承認に関する改善　　　　　改善項目⑤：隔離中の監視に関する改善
　改善項目③：複数課作業の調整に関する改善　　　　改善項目⑥：臨界防止に関する改善

No. 図書番号 図書名称 主な改善内容
改善項目
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別紙６；臨界事故で直接影響をうけた可能性のある設備の健全性点検 

項   目 具体的確認事項 備   考 

制御棒の健全性確認 外観検査 全制御棒の外観検査を第 10 回定期検査において実施しており、

異常はなかった。 

・ 第 10 回定期点検工事報告書 
（制御棒点検工事） 

(H18.2.6～H18.7.19) 

分解点検 当該3本の制御棒駆動機構の分解点検を第9回定期検査にて実施

しており、異常はなかった。 

・ 第 9回定期点検工事報告書 
（制御棒駆動機構本格点検） 

(H16.8.23～H16.11.18) 

フリクション試験 全制御棒駆動機構のフリクション試験を第 6 回定期検査にて実

施しており、異常はなかった。 

・ 第 6回定期点検工事報告書 
（制御棒駆動機構ﾌﾘｸｼｮﾝ試験） 

(H12.10.16～H12.10.19) 

単体スクラム試験 全制御棒の単体スクラム試験を当該定期検査にて実施し，問題な

いことを確認した。 

・第 5回定期点検工事報告書 
（制御棒駆動機構ｽｸﾗﾑ試験） 

(H11.6.17～H11.6.28)※ 

常駆動試験 全制御棒について１ノッチ試験を実施。 

全制御棒駆動機構の常駆動試験を当該定期検査にて実施し，問題

ないことを確認した。 

・第 5回定期点検工事報告書 
（第 5 回 AM 工事の内 原子炉停

止機能強化工事） 
(H11.5.31～H11.6.21) ※ 

・第 5回定期点検工事報告書 
（制御棒駆動機構常駆動試験） 

(H11.6.21～H11.6.23) 

制御棒駆動機構の健

全性確認 

ストールフロー試験 当該３本の制御棒，弁が閉まっておらず隔離されていなかったと

推定した別の２本及び単体スクラム試験において挿入時間が最

も遅い試験対象の１本について，ストールフロー試験にて健全性

を確認した。 

また，全制御棒駆動機構のストールフロー試験を当該定期検査に

て実施し，問題ないことを確認した。 

・第 5回定期点検工事報告書 
（第 5 回 AM 工事の内 原子炉停

止機能強化工事） 
(H11.5.31～H11.6.21) ※ 

・第 5回定期点検工事報告書 
（制御棒駆動機構常駆動試験） 

(H11.6.21～H11.6.23) 

分解点検 第 9回定期検査において分解点検を実施しており、異常はなかっ

た。 

・第 9回定期点検工事報告書 
（制御棒駆動系定検工事(Ⅰ)の
うち水圧制御ﾕﾆｯﾄ点検） 

(H16.9.14～H16.11.20) 

水圧制御ユニット設

備の健全性確認 

機能の確認 常駆動試験，ストールフロー試験及び単体スクラム試験において

正常に動作したことを当該定期検査にて確認した。 

・第 5回定期点検工事報告書 
（制御棒駆動機構常駆動試験） 

(H11.6.21～H11.6.23) 
・第 5回定期点検工事報告書 
（制御棒駆動機構ｽｸﾗﾑ試験） 

(H11.6.17～H11.6.28) ※ 

※作業は臨界事故(H11.6.18)以前より開始しているが，当該試験・検査は臨界事故以降に実施している。 
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別紙７；燃料集合体外観点検結果 

  

制御棒

座標 

番

号 

事故発生時 

炉内位置 
燃料番号

事故発生時燃焼度

(MWd/t) 

取出時燃焼度

(MWd/t) 
点検結果 点検日 

① 25-38 SK1D002 12,878 39,454 異常なし H19.3.23

② 25-40 SK1E062      0 43,665 異常なし H19.3.24

③ 27-38 SK1E058      0 40,802 異常なし H19.3.22
26-39 

④ 27-40 SK1B042 23,749 37,878 異常なし H19.3.23

⑤ 29-38 SK1B038 21,250 37,379 異常なし H19.3.22

⑥ 29-40 SK1D022 13,428 41,058 異常なし H19.3.22

⑦ 31-38 SK1D030 12,805 40,296 異常なし H19.3.23
30-39 

⑧ 31-40 SK1A068 31,593 38,462 異常なし H19.3.24

⑨ 33-34 SK1E006      0 43,412 異常なし H19.5.14

⑩ 33-36 SK1B046 21,514 42,446 異常なし H19.3.24

⑪ 35-34 SK1C081 21,156 42,188 異常なし H19.5.12
34-35 

⑫ 35-36 SK1E002      0 39,387 異常なし H19.5.12

                                    

 

引き抜けた制御棒と外観点検を実施した燃料集合体の位置関係 
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40 ② ④ ⑥ ⑧
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＋：引き抜けた制御棒 

①～⑫：引き抜けた制御棒周りに

装荷していた燃料集合体

（上表の番号に対応） 

（1/13）
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 (2/13)

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

①　燃料集合体外観　（ ＳＫ１Ｄ００２ ）
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  (3/13)

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

②　燃料集合体外観　（ ＳＫ１Ｅ０６２ ）
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  (4/13)

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

③　燃料集合体外観　（ ＳＫ１Ｅ０５８ ）
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 (5/13)

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

④　燃料集合体外観　（ ＳＫ１Ｂ０４２ ）
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 (6/13)

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

⑤　燃料集合体外観　（ ＳＫ１Ｂ０３８ ）
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Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

⑥　燃料集合体外観　（ ＳＫ１Ｄ０２２ ）
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 (8/13)

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

⑦　燃料集合体外観　（ ＳＫ１Ｄ０３０ ）
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 (9/13)

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

⑧　燃料集合体外観　（ ＳＫ１Ａ０６８ ）
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 (10/13)

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

⑨　燃料集合体外観　（ ＳＫ１Ｅ００６ ）
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 (11/13)

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

⑩　燃料集合体外観　（ ＳＫ１Ｂ０４６ ）
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 (12/13)

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

⑪　燃料集合体外観　（ ＳＫ１Ｃ０８１ ）
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 (13/13)

Ａ面 Ｂ面 Ｃ面 Ｄ面

⑫　燃料集合体外観　（ ＳＫ１Ｅ００２ ）
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